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SCIENCE,ART,HUMANITY

竹 光
竜
宅伐 治

今 年のII本 医学 会総 会ば 「21世紀 の医 学 と医療』 を メ

イ ン 〉'一マ と し、Science,Art,Humanilcを3本 の柱

と して 企画 され た 、 との こ とで'凱,こ の3本 の柱;.rそ の

ま ま医 師 各1固人 の持 ・っべ き哲 学 で もあ るの で、私 白 身の

反 省 もこめ て 、近 く医 師 に な る皆 さん と共 に 考 えて 兄た

い と居,いよす,,

先 …d'Science『 知 識」 と置 き換 えcも 良 いで し ょ)O

その 獲得 には 、第 ・にこ れ迄 先 人 に よ り蓄積 され た遺 産

と新 しい専 門 知識 を国際 的 視里予に ㌍,て 広 く早 く取 り入

れ 自分 の もの にす る こと 、第=に 、末 知の 分野 を開 拓L

光 を点 す こ とでP戯,

初め に知識 の 獲 得 にっ いて、,卒:業 した ら殆 どは 自己 学

習'で、斗そ娃こ日予代v)よ)iこ 受 身白勺では言佳も うよい もび)r,.目

に人 れ て くれ ま ぜん,,hungry精 神 、積 極 性 、 ねば りこ

そ命 で す。 只 、膨 大 な知 識 を全 部一度 に もの に出 来 るわ

けは な く、 目の 前 に与zら れ た テー マ 、 目の 前のlt,さ

ん を通 じて 合・ll白勺白勺、能 率白勺に取 り人れ て い くL夫 が必 要

で す。 エ イズ問題 に示 され るよ)に 、Lの 中 の疾病 構 造

は 年 々変化 して 行 きよ一凱,社 会の ニ ー ズ に応 え るに は ジ

ョン万次 郎 の よ うな柔 軟 な頭 脳 と新取 の 梢 神 が必要 で 、

生 涯 研修 に自 らの責 任 でHxり 組 む 習慣 を身 にっ け て お か

ね ば な りまゼ ん。

次 にScience開 拓の 分野 にっ し・て、、医学 の 進 歩 は周 知

の ご と く各種 基 礎 科学 の そ れの ⊥ に成 り 、ンニち、 集学 的 に

取 り組 ん(冬初 め て壁 は打 破 され ます。

医 師 にな っ た らど ん な小 さい こ とで も、f可か一曹つ 医学

の進 歩 に貢献 して 欲 しい ものC'す,、 科学 び)進歩 に と って

大切 な ことは 先 ザ 「疑 ーノ』 と言)こ とで 概,ZweifcI

istdPrVatefdertt"cishcit、 とい う匹所があ りま オ『1

こ とiに 関 しー(『!.t、亦往威 に11従 す るこ と な く、艮ん製概

念 に囚れ ることな く、 おか しいと思 ったら徹 底Lて 調 べ るこ

とで、身 近 な疑 問 解決へ の思 索 と展開 の中 で 独創 性 が生 れ

よ匿凱、問 題 意1,戚と独 創 性 は鋭 い観察 眼 と広 い 基礎 矢11識か

ら得 られ る もの で あ を}、醤段 か ら知的 好i,エ心 と これ らを

養 うて 才:∫かね ば保1きiよ起 、二らな いで』L,に)目 のllld>進三

≠㌃{～・写IIび)μ;rXカ・`〕占rし くり己匹}1:'i、=と'(い肇石Lし 、角ギ'メξ芝ノ…カボ見

出 一llる二 とも あ るの で 戯、何時 の時 代 に き,忠者は最 良 の

教 師 で1、

身近 な処 に問 題 点 を 兄f寸け る茜川練 は 大 切て刊 』。li本 ζ・

の講 演 会(トは ・般 に,`,i問が非常 に少 ない の(・1が 、 外国

で は活 発 な討'議が あ りまL,こ れ はf皮等 か小 さい と き か

ら弁論 術 の訓 糸束を受 け 、問題 点 発 児の練 習 を して い る 二

と に もよ りよ4、,講 演 や 購義 を聞 く時 に;.x問昆`{点を探 し

な カ1茸1く'じ ・掃葦えも'必砦と1て=㌦lu

第2はArt技 術 で ず'「,い く ら 架li,戚は 豊 富 で も 、 才芝術

が 伴 わ な け れ は{蘭 足 な 医 療 は 行 え ま ゼ ん 。 治 療 技 術 は 勿

論 の こ と 、 実 戦 に即 して の 診 断 技 術 、 判 断 力 も 含 まdiま

オ'。 国 際 的 視 野C'自 ら 求 め て 経 験 を積 み 訓 練 を 重 ね(欲

し い も の で 凱,技 術 の 修 得 に は 年 月5"yamし 、 年 を と る と

自 然 に衰 え よ す 、,先 輩 か ら ノー ハ ウ をnpこ よ れ 、 よ た 、

技 術 を盗 〆しで は 白 分 で1:夫 し、 ・段 段 積 み 重 ね て 蓄 え

を 豊 力・に し一z子∫き よ 一d.、,

よ く聞 か れ る こ と で す が 、 自 分 は 不 器 用 だ か ら 外 科 系

に は 行 け な い の で は と。 こ れ は 殆 ど 問 題 に な り ま ゼ ん 。

筆 者 な ど イ・器 用 の 最 た る も の で す 。 大 切 な こ と は 熱 意 と

⊥ 夫 と 経 験 で す 。 イ・器 用 なf付 きの 外 人 か 結 果的 に は非

常 に 旨 いf術 を 遇'る ぴ)は 、 イ・器 用6も で き る 優 れ た 器 械

を」1夫L-Cい る こ と と 、1司 じ疾 患 ば か り沢01集 る 医 療 シ

iム に よ り よ 一凱,日 本 に 中 な か 良 い手 術 器 械 が 生 れ な

い の は 日 本 人 が 器 用 過 ぎ る か ら と も 言 わ れ ま す 。 不 器 用

と 自 覚 オ.る こ と こ そ 国 際 的 新 案 特 許 の 器 械 をf乍三り だ す 素

質 力 あ る と い え る0「)で ホ。 問 題 は 手 で1よ な く頭 で 母一。

第3はHunlanity一 人 問 愛 で 電.。 い く らscienceと

"rし が 優 れ て い て もhumanityか な け れ ば 医 師 び)資 格 は

あ り よ ぜノし,,医 白巾{よ牙≠1而」ご齢 臼勺半II幽f育巨ノ」にf憂 れ て し、な け

れ ば な り ま せh。 昨 年lo月 、 米 国 で開 か れ た 第3811111il-界

医 店雨会 糸惹 会fttii(_1ヒ2毎 道 医 報62、2)に1よ 、「こ オしカリ=)」)

医 自巾の あ る べ き姿 に つ い て の 討'1義が 手と}載 さ れ て い ま す か 、

そ のli(て 米1」}1(1)Dr.Sanazaroは 『1袋白lliび)能力 は 】.

矢IIN哉、2.手 麦向旨、3,半ll圏 「ノ」、 ・1,患 者 に 対 す る態 ノ匡、

5.高 い 倫 理 、6.勤 勉 さ 、 か ら 判 断 さ れ る』 と述 へ て

い ま す 、、41'/一 ドを ま と め てhumamtyと ぼ う こ と かll11来

る6Lよ ー)諸 君 は 医 師 の 倫 」IPI『つ いC耳 に た こ かlllll来

る ほ_　 茸1か さ れ た か もLれ ま1ナ んLか し、 翌白のlllで 知1

・・て いaこ と と
、 実 際 の 行 動 と はLlよ1.ば 食 い違')t,v>

で1-、 例 え ば 、 身 近 な と こ ろ で は 、 思 い や り か 足 り な い 、

よ く説 明1.な い 、duty中 に 無 断/]!f場 僧 ∫先k,詳 わ1「

離 れ る 、 患 者 を よ く,診 な い 、co-、 、⊂月・kerと 強1洞1中1末 なL、 、

箸 で す 技 術 ノ;'段'.走 り1る 二 とt,戒 め な け れ は4り よ

せ!㌔ ま ノ 、 ・人 前 の 社 会 人C',f,り な カ6周 り と 挨 拶 が

ま と も1'出 未 な い 、 従 バ(・ ・mmunica[i・nカ ・旨 く 行 か

1、 い さ と 言)鴫 「,呉解 の 種 に な る 、 等 も あ り ま41.医 団」

(・あ る 前 に ・人iii�)fil.人6な け れ は μ三者 のfl1頼 、iμ1僚

の 親,L感 は 得 ら れ な い こ と を 銘 記 す へ き6凱,固 い ご と

:土 う・り 、讐 き まLた カ・、 患 者 さ ノ1し7)自りて=14.帰〔で聴rlりな 占争、ウ・な

・え み 」 を た た え
、 親Lみ と 頼 り が い の あ る 温 か い 医 帥

に な り た い ≠,の'Ll

げ 形 外 科 」wil'h教}'わ



海外だより ミ花嵩岩の町ニ アバデ ィーンにて

出 中 邦 雄

hu,月1医 宥1大 「』」そび)÷L掃兼ご,細…〆レ～太郵〔Lて お り よ'ξ'」,不人は 文

部 省 在 外 研 究 員 と し ぐ、 昨 年9月1日 日 本 を 発 ち 、 タ1{国

ノ=」 ノ トニノン トCノ)ノ響!、一プ`イ ・ ン 大`」∫:;こ6E】 ま'C(!)工 ㌃ンk'(ト

滞/1.Lて お り ま1.1ズ バ テ イー ンll∫は ス'fソ トラ/ト の

北 弊(海 岸 に位 置 し、 政 治 ・文 化 の 中 心 と して 栄 え て き ノ・

1シ ン バ ソ 、 商L裳 ぴ)t,/}{1?ク クベ コ ー に 次 ぐ ス コ ノ トラ

ン ト第3の 都 市 ぐL、 人 目25が 人 、 花iiiの 田fと 呼1よ れ る

よ)に 川∀)殆 ん と∀)建 造 物 は 灰 色 の 花 崩 岩 造 りで 、 緑 の

iに と っLり とLノ ・落{き{≒ 弓感Lさ せ る 田「(トーd、,そ も そ

も け 明'の 東 と西 に 流 れ る トン お.よ ひ デ ィー一川 の 河LI近 く

で ぴ)サ 帽 魚の 人 々 が 住 み 著 い た 所 と 言 わ れ 、1136年 に は

港 が で き、 以 後 漁 裳 、 造 船 業 を 中 心 とLて 発 展L-Cき た

戸1「で 』4-。 ト11-1レi(fii去5差 宇11～レ「)}{fi.、糸≦≧斉「「ヨそ者 ラ'～ノノ《。 ノ、ミ

ス、 詩 人 ハ でロ ン 、 さ ら に 蒸 気 機 関 申 の 発 明 者a一 ノ.イ.

一ノン ソ ンの 出 身 地 と しC
ll知 らkし る 町 で1、 、 よ た 、 最 近

一ξは 北 海 油 川 」>t
,{;地 と し ぐ世 界 的 に 知 られ 、 一ブハ プ イ`

/市 は も とtり 、 英国 紆 済 の 支柱 の 一'.っとLて 巫 宴 な 位

置 を 占 め(、 ＼た 所 で も あ り ま3.、 町 の 中 の 近 代 的 高 層 ビ

几 にし全 てi臼 由会率1:.(=占 め ら れ/い よ.3,し か し 、 量 逃二の

出、'fr'G勺な イ臼lhσ)イヤ兄 ぐ、 イ冒由 会#1.を1し め 関;'1'企 業 な と
一z角ギ∫奮 か 十目♪欠 ぎ

、 そ れ で な く と も…ヌU工1¢)中.で ≠,r∴」い 失 聡

・率の 紋 く/.」 ノ トーノン トで 大 き な 問 題 と な ・プ(Fお ・り ま}

そ れ で も出rの 中 一1?iJ・1は結 構1占 気 か あ り 、 よ た 人 々 も そ れ

程 深 刻 な 様1・ をJLI± な い の は 、 社 会 福#il.がflき 届 い て い

る こ と は か り で は な(、 長fト に わ た る底 知 れ な い 精 神G'1

豊 か さ の 蓄 禎 と 、 ス コ ソ トラ ノ ト人特 有 」)Hiiる く、 陽 気

な 性 格 に 寄 る も の で は4い か と思 い よ1

きC、 私 が 滞 在1、Cい る ア ハ プ ィー ン 大 学 を 簡 単{'御

紹 介 致Lま す 、、 こ α)人'」=:は1495年 設 、'ノ∀)DingJames

4tov>Y,5'記 念[たKingノ ～Cl川PAPと 、1593年 設L"14)

Marischal(一;{Dllρgρv)2')かlti6U卜r統 合 さll、 劉1

に{}・ ノて お りi.1、,Killg'sC司legeは'2プ 真 ご・ご 覧lliけ

る 様1',1.:を 載 い た 石 造 り σ)荘 厳 か'」 素 朴 な 感lJ)建

物 で 、医 学 を はLめ 、 宗 教 学 、 法 伸 わ よ び 教 査 学 か 聞 講

さ ね た と 言 わ れ ま,a』.1こ.二 の1一 ヤ ン ハ 入r,r現/r、 そ の

後 建``一,れ たNcvsKlng'5Cdlegρ や オ勿工Ψ'噛1=r、1ヒ「了幽、

獣 医 学 な と の ヒ ル ・1'イ ン シ か 並 八 で お り よ{、,よ た 、

Ma・i・d・alc・ 川 ・・9・;.よ1r・ ク様 式 の 、樹 鋤 岩 建 築 物 と

Lて しi田:【ノ'第2f・i':しりノく 、き をr誇 る ♪荏 人=か ・,f昼.庭 さ を1・止二し

さ{1、 現/iは 解 剖 、 生 理 な と ・部 の 医 学 部 ドIlをはLめ 、

L学 部 、 芸 術 学 部 な と か 使 用1.こ お り.五3、 医 掌 部 は こ

れ ら ♂)Cdlcgcと は[11ぐ15分 程 の 小r∴闘1いILF`11'PSLP1'fl111

、レliJ冗丁れ る 戸厚;:1～)38f「C手 多申ムLfig.fi:1こ 一F・」ぐ才L、'りよ1,

レミ'噛1∫=剖;'1j奇'i』1,t氏1ariSChal(一:(♪ilegeぐ 』.,f卜閉」、 角華1'."、

生f果 学 、 生 化 学 お よ び 薬 理 学 な ど の 基 礎 医 学 を学 ん だ 後

:1、二 こ に4多 り、 臨跡禾医'層孟び)、i苛義 斉一受 け 、 さ ら に 隣 イ妾`る

KuyalInfirmary,KovalChildrNn'sHospital,Ko-

yalMaternityIlnspitalな ど で 臨 床 実 習 が 行 な わ れ

て い ま4。 私 の 到 着 し た9iが 新 学 期 の 開 始C'.休1暇 中

に 骨 折 をLた ら し い 学 生 か 松 葉づ え で 、 友 人 達 の 介 護 っ

きで 登校 一1る な ど 、Id!IIIC'も 良 く 兄 慣 れ た 学 期 初 め の 風

景C'始 よ り よ した 、、 昼 休 み に1,1"rr生 食 堂 で 互 い に ノ.一 ト

を 兄 ゼ 合)人 、 ま た ホ ー ルr設 置 さ れ て い る タ ー ツ 、 ノ、

ヌ ー カ ー き ら に はTVケ ・ ム1』'ailじ る 人 、 午 後 か ら 休1蒜

と も な る と ピ ・ ル や ワ イ ン 片 手(大 学 や 研1'II'な ど の 食

堂 わ き に は 必 ず 免 許 右'受1う た バ ー が 併 設 さ れ 、 昼 食 時 お

よ び 夕 方 に 開 か れ て い ま 弓'。)に お しゃ べ り を楽 し む な

と 、 余 裕 を 感 じ さ せ ま す 、,私 の 所 属 す るMedicalI'hy-

SICS部 門 で は 、 放 射 線 、 超 音 波 、NMRを 中 心 と した

研 究 が 行 わ れ て お り 、 こ こ で 開 発 、 試 作 され たNMRイ

メ ー ジ ン グ装 置 や ポ ジ トロ ンCTな ど がRoyalLifirm-

aryで 臨 床 使 用 さ ね て い ま1、,ま た 、 昨 年12月 に は か ね
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第9回 卒業証書授与式

第91rll一 宰 業生124.名(う ち 女.r-「」三2生ll名)/＼ ζ7)卒二dd:
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a・/'で』は 、 本";∠=三{{i人」.合・奏Lflか'i's';/-`る ク ラ シ ッ クu)`凋!く
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ら 卒 業 生 ・人 ひ と り に 卒.業 証 書 が'f・渡 さ れ た 。
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昭和62年 度 入 学 式

昭 和62年 度 人学 式 か 、4月loll(金)午 前10時 か ら 本

'』1二fT『育負i'{にお'L】て ♪鉾行 さ ね た
、1

∫℃『(=・し‡、1け「ノ、'Ll20手!ll)')女 』r・'1:`t:'L7Y,♪5-(/}{1.

1交聾1∫しll充 君 が1・11itそ のf也(ノ)長見†呈呑づ豊詩=し 免1』'11=に励1ノ声

ま す 」 と宣 蝕・,、つ い で 学 長 か ら 「人 学 試 験 のf'.'r!∴1、と 、 決

し て 人 「'1∫=しξ 、う・らv)PL芦 業b気 糸ξ皆と は 額ほ判関rf:カ ㌦Y)り よ せ 〆L、

高 い,`∴1凄交σ♪人 力・ノ<'噛芦耀ヨ占び)iい'Cnk.」=力す る と はG」豊り よ{1ん 、

大i:IJな の1よ ・づ邑}勝負 ぴ)「'1∫:ノJで・1よな く τ 、 ∴ れ か ら 先 、'r

さ ノLの 前 にi用 か れ/コ こ のL匁 び〕1比界1こ 無rLぐ 、d{aド1身 か

と び),G.・)な4P奇'じ ・を イ与ち 、 とhな.三 、う に タ客'L・に や る か に

カ・か.,Cい るU>ξ ・}、1と び)l/ii1'カ・あ り 、 皐片人 盆㍗も 自'鼻:

イ1.・幻「た に 、 メく学`生1舌 の ・三レィ～'鍔{み出Lた 、
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■ 解剖学第一講座 ■ 佐藤 洋一

本講座は昭和48年 の本学の設置と同時に開設され、仲

西忠之教授の下で肉眼解剖'f:を主体とした研究 ・教育が

行われてきた。昭和55年 に仲西教授の北海道教育大学へ

の転出に伴い、岩手医大より小野一幸教授が着任した。

以来、研究は主に組織学的手法を用いたものになったが、

教育は引き続き肉眼解剖学を担当している。

春の訪れとともに解剖実習の準備が始まる。毎年学生

4人 に解剖体1体 を割り当てて実習を行っており、約30

体の解剖体 を用意 している。4月 に始まる実習で気にな

るのが、年々学生が不器用になってきているようにみえ

ることである。それまで刃物を扱った経験が無いんじゃ

ないか、と思わせるような手付 きでメスとピンセットを

握 り、解剖体の代りに自らの手 を切っていた学生達が、

それなりに剖出作業が出来るようになるのには時間がか

かる。山ほど準備 してあったカットバンがすぐに底をつ

いてしまう。6月 末に実習が終了し、7月 には解剖体の

火葬を行い、8月 にかけて第=解 剖の先生方と手分けし

て道東 ・道北を解剖体収集のキャンペーンで回る。そし

て秋の慰霊祭に御遺族に御骨を返還 して、解剖実習に関

する一連の仕事が完了する。

冬になるとようやく研究する時間が自由に取れるよう

になり、密かに思い描いていた実験をする者、論文作製

に本格的に突入する者、それぞれである。腰が軽 く多趣

味で移り気な教室員が多いせいか、研究テーマも各人各

様であるが、実験やサンプリングを始めとして、論文作

製に至るまで協力しあって仕事を進めている。

明治期における日本解剖学の泰斗、小金井良精教授の

言によると、解剖学者たるには仙人のごとき忍面rc.芸

術家のごとき巧妙 さ、豚の胃のごとくよごれる覚悟、こ

の「つが必要とのことである。 「形態計測は疲れる。」

と不'Fを いいながらも細胞や穎粒の人きさを丹念に計っ

たり、 「美 しくなければ電顕写真にあらず。」とll走 り

ながらやたら奇麗な写真を撮ることに情熱を燃やしたり、

「解剖体の臭いがしみっくと嫌だな。」 と思っているに

もかかわらず実習巾にエスケープした学生に代って手を

脂でベ トベ トにしながら剖出することにかすかな楽 しみ

を覚えている我々は、もしかしたら根っからの解剖屋な

のかもしれない。

r第 ・講座 助教授)
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最近、課外活動中の事故が増えてt;り 、事故発生の場

合に備えて補償対策を立てておくことが必要 となってい

る。

スポーツ安全協会傷害保険は、体育系はもとより文化

系団体が、その活動中に生 じた事故等によって傷害を被

った場合あるいは法律上の賠償責任を負った場合、これ
る

を補償するための保険である。

保険の概要は次のとおりである。

O本 保険に加入できる団体………スポーツ団体及び文化

系団体で5名 以上のグループ。

○加入受付期間………保険会社における加入受付期間は

昭和63年1月31日 までであるが、本学での受付は書類の ＼

確認、手続き等の都合により1月22目 までとする。

○加入区分及び対象となる団体

区 分 対象となる団体

1種 団 体

一}

B 文化系団体

c
サ イ クリング等(2種 、3橿
一ッを行 う団 体)

2種 団 体

競技別k'"r-(学生)

連盟等に登録また

は加盟 している団

体n

A

剣道 、卓球、庭 球 、軟式庭 球

スケ ッ トボ ール、 バ レー ボー

技 、バ ドミン トン、 ゴル フ、

イビル等
置四

B
空 手 、スキー 、 ラグ ビー 、サ

道 、 ワ ンダー ホー ゲル等

3種 団 体 山岳登はん等

O保 険料と保険金額 ・てん補限度額

3橿 以外のスポ

区 分

}

保険料

(年間)

傷害保険の保険金額

一

賠償責任保険のてん繍隅顧
,

死亡・髄 障害

保険金額

人院保険金

U額

通院保険金

日q

身 体 賠 償

亘轍 につき

財物賠償

郎故につき

1種

A

1,ZOO万 円 3,800円 1,200円 5,(ao万円

(1,000p1

loo万円

(欄

皿 一一

B

350円一
soo円

c 1,050円

罐
A

㍉
i,asoPl

4,790円

3種 17.190円 600h'17

注1:中 途加入の場合も年間保険料が必要。

注2:中 途で団体 メンバーが増えた場合には、追加加

入が可能。

○保険期間………保険料を振込んだLiの 翌Hの 午前0時

から昭和63年3月31日 午後12時 まで。

〈傷害保険>

Q対 象となる傷害………被保険者が次に掲げる場合に、

急激かっ偶然な外来の事故により被った傷害。

(1)被 保険者の所属する 「団体の管理下」における活

動中。

(2}団 体 が指定する集合 ・解散場所と被保険者の住所

〒

ヨ



門

ヒ

との通常の経路の往復中。

○支払われる保険金………入院保険金と通院保険金は、

治療日数7日 以上の傷害にっいて、次のとおり支払われ

る。

(1)人 院保険金:事 故の日から180日 を限度として1

日にっき所定の入院保険金日額。

(2)通 院保険金:傷 害の直接の結果として生活機能ま

たは業務能力に減少をきたした場合、

その通院日数に対し90日 を限度として

1日 にっき所定の通院保険金日額。

米増 祐吉

(厚生補導委員会)

委 員 長 石橋

副委員長 内田

委 員 丸子

藤沢

宮本

海野

酒木

宏(副 学長)

倖喜

夫

仁

司

二

保

基

健

徳

上口勇次郎

ド田 晶久

保坂 明郎

江端 英隆

(学生課)

巨

　

〈賠償責任保険〉

○対象となる損害………被保険者が次に掲げる場合に、

他人に損害を与え、法律上の損害賠償責任 を負担した場

合。

(1}被 他険者の所属する 「団体の管理 ド」における活

動中。

② 団体が指定する集合 ・解散場所と被保険者の佳所

との通常の経路0)往 復中。

Q支 払われる保険金(損 害賠償金のうち1,000円 は自己

負担)

(1)身 体賠償の場合:1回 の事故につき5,000万 円 を

限度として支払われる。

(2}財 物賠償の場合:1回 の事故にっき100万 円を限

度として支払われる。

概略は以上であるが、詳しくは学生課学生係に尋ねる

こと。

(学生課)

昭和62年 度の主な行事

今年度の主な行事は次のとおりです。

4月10日 入学 式

5hllb-1'L日 新 入生 研 修(第1回 目)

6月18日 一21日 医 大祭

9月9日 体 育大 会

9月16日 解 剖体 慰 霊式

10月2sQ-一 一27kl

29Q-30Q}新 人 生 研 鱒 ・囲

3月25日 卒業式

,
鈴

h
ー

画
"

爵
に

妊

p

!

し

「
I

」
.

氏
「
」

貞
」

」

ト

」

一

(学生課)

昭秘2年 度新入生研修(纂暫鶏概)

昭秘2年 度運営組織

本学には、医学教育についての調査研究、教育課程の

編成、修学指導、授業及び試験の実施、単位の修得及び

履修、学籍関係等について審議する機関として教務委員

会があります。

また、学生の厚生捕導に関する調査研究、学生の課外

活動、福利厚生等について審議する機関として厚生補導

委員会があります。

教務委員会及び厚生補導委員会は各11名 の委員で構成

され、両委員会の委員長には、教育研究及び厚生補導担

当の副学長が充てられています。

両委員会の昭和62年 度における構成は次のとおりです。

(教務委員会)

長

長

員

員

翻

委

副

委 郎

穂

徹

勉

次

光

橋

野

渕

本

沢

岸

石

牧

岩

谷

金

宮

宏(副 学長)

幹男(図 書館長)

博

二

三

直

少

裕

田

嶋

山

竹

安

松

福

八
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昭和62年 度新 入 生研 修(第1回 目)が 、5月11日(月)・
　

12日(火)の両H開 催されました。

第1日 目はA組 、第2日 目はB組 を対象に実施されま

した。研修は新人生を15名程のグループに分け、1グ ル

ープに ・般教育の教授1名 と基礎又は臨床の教授1名 の

計2名 があたり、自己紹介についで、入学してから今ま

での生活上及び勉学上の問題あるいは学生生活全般につ

いての問題等について指導助言及び懇談が行われました。

(学生課)

剛騨 脚繭 顧駒隔齢漁 障

胃

疇

轍

罰

哩

鉾

.

戴
盆
鰭
欝
㌶

匡

【



課i外 活 轡 短 償

第29回 東日本医科学生総合体育大会(冬 季スキー部門)

彪～%田 沢湖スキー場

男子 優勝:旭 医大、2位:北 大、3位:札 医大

女子 優勝:旭 医大、2位:女 子医、3位:群 大

く男f・)滑 降3位:岸 正朗(6年)

大回転1位:木 ノ内基史(6年)

151anXC1位:石 井 薫(6年)

2位:人 久保又一・(5年)

3位:宍 倉 朋胤(3年)

8kmXC1位:石 井 薫(6年)

リ レ ー

〈女子〉大回転

5kmXC

31unXC

2位:加 藤 責行(4年)

1位:旭 医 大A(石 井、大久保、加

藤、宍倉)

1位:出 辺香奈f(6年)

2位:関 圭子(4年)

3位:谷 隆子(5年)

2位:関 圭子(4年)

3位:谷 隆子(5年)

XXXIXXXXXXXXSXIXX:X`・ ・〈‡X‡X‡X‡X‡X‡X‡X‡)〈‡X‡X‡×SX‡>CI×2×2×2×2)d八 ・・

窓 脅

谷本 光穂

旭川にもやっと春がやってきた。冬の寒さは毎年のこ

とながら身にこたえる。日中でも一20'C以 下になると耳

も鼻も凍りついてしまうのではないかと外を歩きながら

心配になる。それだけに雪が解けて黒い土が見えてくる

とほっとする。

最近 「高温超電導体」という言葉が新聞紙r.を 賑わし

ている。去 る3月28日 、 日本物理学会(名 古屋大学)で

「超電導にまつわる最近の話題及び高温超電導」と題 し

た低温シンポジウムが朝の9時 半より開かれた。最近の

超電導の爆発的な進展ぷりを反映してか800名 収容の会

場 に2倍 ちかくの聴衆がつあかけ立錐の余地のない程の

フィーバーぷりであった。午後3時 からの飛び人り発表

は実に48件 にのぼり、このシンポジウムが終了したのは

午後11時 近くであった。

「超電導」 とはご存じのように電気抵抗が完全にゼロ

になる状態をいうが水銀が4K(-269'C)で 超電導に

なることがオランダのライデン大学で発見されたのが最

初である。1911年 の ことである。以後高温超電導体の発

見の過程をみると、転移温度が20Kの 物質を発見したの

は1970年代 であるから1度 高い超電導体を開発するのに

実に4年 もかかっている。30Kに 達 したのは昨年であり

それでも1度/1年 のペースである。現在実用化されて

いる代表的なものに超電導マグネットがある。本学の機

器センターにあるNMRに も超電導マグネットが用いら

れているが転移温度が18Kで あ り、常時液体ヘリウムで

冷やしておかなくてはならない。液体ヘリウムは高価で

あり維持が人変である。寒剤が液体窒素(沸 点77K)で

よければコストは人幅にダウンし超電導体の利用価値も

飛躍的に増人する。だから77K以 上の高温超電導体の出

現は誰しもが待 ち望むところであるが、1度/1年 のペ

ースでは何i一年先のことかわからず
、又そのような高温

超電導体の存在そのものに懐疑をいだく研究者もいて夢

物語と思われていた。しかし3月18H米 国物理学会で日、

米、西独、中国が相っいで90K高 温超電導体 を確認した

事を発表、その衝撃の余波が日本の低温 シンポジウムの

フィーバーへとなったのである。わずか半年足 らずの間

に60Kも 上昇し、正に 「爆発的な進展ぷり」を示 したの

である。その後も3月 末から4hに かけて米国で240K

(-33。C)、 ソ連で250K(-230C)の 新物質を発見し

た事が次々と戟道 され、高温超電導の記録が塗 り変えら

れっっあるのが現状である。実用化 されれば想像がつか

ないくらい広がるであろう。電力貯蔵や発寛、送電時の

電力ロス減。薄膜化が実現すれば抵抗が完全にゼロであ

るからコンビs一 ターの超高速化も可能になる。情報や

エネルギーへのインパクトは計り知れない。現在開発さ

れている超電導物質は希土類元素を含むセラミックスで

ある。希土類元素はコス トが高く、又一・般にセラミック

スはもろくて加工 しにくい。しかし、現在のような進展

ぷりからみると実用化 も間近 にきているのではないだ

ろうか。8月20日 から26口 にかけて第18回 低温物理学国

際会議(LT18)が 京都で開かれる。私も参加の予定で

あるがそこでどのようなフィーバーがみられるのか今か

ら楽 しみにしている。

冒頭で述ぺたように旭川の冬の寒さには全く閉Uす る

が、送電線を高温超電導体で作っておけば「-20●C以下

の日の電力は安くします」、いや、 「真冬日の電力はタ

ダにします」ということになるかもしれない。寒 さを喜

ぶぺきか悲 しむべきか暇があったら考えてみたらいかが

で しよう。

(物理学 教授〉
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